
方針名 改正・制定のポイント

ニチレイグループ
人権方針

自社およびサプライチェーン全体に関わる人権の尊重、 
人権デューデリジェンスの実施、苦情処理メカニズムの導入　など
https://www.nichirei.co.jp/corpo/management/humanrightspolicy.html

ニチレイグループ
持続可能な調達方針

サプライチェーン全体に関わる 
人権の尊重・環境負荷への低減・動物福祉や生物多様性への配慮　など
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/supply.html

ニチレイグループ
サプライヤー行動規範

「ニチレイグループ持続可能な調達方針」に基づき、 
ニチレイグループのサプライヤーであるお取引先様に遵守を要請する事項を明文化
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/regulation.html

ニチレイグループ
サプライヤーガイドライン

上記「ニチレイグループサプライヤー行動規範」各事項について解説
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/guideline.html

　ニチレイフレッシュでは、2022年6月より株式会社福

岡魚市場および天草漁業協同組合と協同し、熊本県天

草市で漁獲される天然芝海老の販売収益の一部を資

金とするアマモ場再生活動「生
いの ち

命の海プロジェクト」を

スタートしました。アマモは魚介類の産卵・保育の場で

あり海の生態系に重要な役割を果たしています。しか

し、アマモは年々減少しており、生物の生存環境が損な

われたり水質悪化の原因となっています。

　ニチレイフレッシュはこれまで海外で培ったノウハウ

や経験を日本で活かしながら、魚介類生態系および海

洋環境を保護し、持続可能な水産品調達に積極的に取

り組んでいきます。

持続可能なサプライチェーンの構築

高速鶏糞処理プラント 有機質肥料化された鶏糞

4-1055-18-100-00

会員プロフィールページ（英文）
https://rspo.org/members/7750

持続可能な調達に向けた取り組み 

　2022年度、有識者をお招きしてサステナ

ビリティに関する経営層向けの勉強会を開

催しています（計5回開催予定）。第3回とし

て、 LRQAサステナビリティ株式会社の冨

田秀実様より「持続可能な調達と人権課題」に

ついてご講演いただきました。139名※が参

加し、サプライチェーン上での人権課題な

どに対する意識を高めました。
※持株会社・事業会社役員85名、関係部門54名

　ニチレイグループは、2022年4月1日より、持続可能なサプライチェーンの構築に向け、国連「ビジネスと人権に関する指

導原則」や国連グローバル・コンパクトの10原則等に則り、グループ人権方針および持続可能な調達方針の改定およびサ

プライヤーの皆様に向けた行動規範・ガイドライン等を制定しました。これらはニチレイグループサステナビリティ基本方針

「ニチレイの約束」に基づき、当社が特定した重要事項（マテリアリティ）「持続可能な食の調達と循環型社会の実現」の根

幹をなす方針となっています。今後、「ニチレイグループサプライヤー行動規範・ガイドライン」をサプライヤー様に適用して

いただくための取り組みを進めていきます。サプライチェーン上のリスク要因を把握し、事業への影響度に応じて、サプライ

ヤー様と協働で改善に取り組んでいきます。

　グループ内はもとより、サプライヤーの皆様との価値観の共有と密接な協力関係の構築を通じて、持続可能なサプライ

チェーンの実現を目指します。 

　ニチレイフレッシュでは、2009年より13年間、岩手県

のJA・軽米町や洋野町の農家の皆様と協働で、飼料米

プロジェクトを立ち上げ、「純
じゅんわけい

和鶏」の生産を通じた地

域循環型農畜産サイクルを実施しています。スタート時

は約15ヘクタールだった飼料米水田も、2021年度では

約249ヘクタールまでに広がり、約1,700トン収穫でき

ました。

　養鶏の排泄物（鶏糞）を農場内にある高速鶏糞処理

プラントで有機質肥料化し、その肥料を鶏肉専用の元

休耕田だった飼料用米水田に撒いて土壌の栄養分とし

て活用。収穫された飼料米は「純和鶏」の配合飼料とし

て給餌しています。また、高速鶏糞処理プラントでの廃

熱エネルギーは、鶏舎を温める熱源として利活用してい

ます。

  「純和鶏」を通じた地域循環型農畜産サイクル

  持続可能なパーム油への取り組み（RSPO認証油クレジット）

  アマモ場再生に向けた取り組み

  経営層向けのサステナビリティ勉強会を開催

　ニチレイグループは、2018年8月、持続可能なパーム油の生産と利用を促進する非営利組

織、RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil：持続可能なパーム油のための円卓会議）

に加盟し製品に使用するパーム油を持続可能なパーム油にする取り組みを進めています。

パーム油を使用しているニチレイフーズの食品工場（国内外の連結対象子会社）では、使用し

ているパーム油の全量（100%）に該当するRSPO認証油クレジット（ブック&クレーム方

式）を2018年から継続して購入しています。勉強会の実施風景（オンライン開催）

https://www.nichireifresh.co.jp/product/livestock/detail/?id=347

C 2010 熊本県くまモン 
#K32003

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

フ
ァ
ク
ト
デ
ー
タ

ニチレイグループ 統合レポート 2022 7776

事
業
戦
略

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

中
期
経
営
計
画

経
営
戦
略




